
第 2次わj、学校令Jの実施とわj、学校設備準員IJJ をめぐる動

-東北6 おける

はじめに一一回今までの研究と本稿の課題一-

1891 

さ

8月3日から10日まで青森で

.東北6県連合学事会議におい

ては， 12の「議案J とおの「談話題J をめぐって

討議や報告がおこなわれた。その12の議案のほと

んどは師範学校制度，師範教育ι関する問閣であ
り，それについては次の 2~の論文において考察

をおこなった。

論文①「東北六県連合学事会議における師範学

校制度に関する議論の考娘一ーその 1・

師範学校と中学校の関係をめぐる問題一

j (ll"弘前学院大学・短期大学総要第

31号JJ 1995年 3月)

論文@

体操，

施設・設備，分教場，

就学年齢，簡易科，代用私立小学校，家庇教育，

郡視学，毛筆画と鉛筆画の得失等にまとめること

ができょう。それら「談話題j を中心とする小学

校教育をめぐる問題については今まで，英語科，

実業科(農業科，子工科)など，主としてカリキ

ニLラムの問題に関して次の 4本の論文において考

察をおこなった。
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論文③「明治20年代における高等小学校英語科

の実施状況と存廃をめぐる論説動向一一

東北六県連合学事会議における小学校教

育をめぐる議論の考察・その 1--j(!1弘

前学院大学・短期大学紀要 第32号011996

年 3月)

論文④「明治10"-'20年代の小学校における実業

科(特に農業科)の実施状況と実業教育

論一一一東北六県連合学事会議における小

学校教育をめぐる議論の考察・その 2

ける

( b弘前学院大学・短期大学地域総合

第8号JJ 1996年 7丹)

と小学校

る考察

して，

おけ

る考察の一環と

(諸規則の制定)と

学校設備準員JJj をめぐる ついて，

は福品県舵出の第三議案(f小学校令二基ケ/レ省令

ヅ速ニ発布セラレン]ヲ建議ス/レlj)，秋田県提
出の第一談話題(r小学校令ノ¥一部分ヨリ実施セラ

ル、ヤ又ハ全部ノ準備整ブヲ待テ実施セラル、

ヤj) と第ニ談話題 (r設備規則ハ如何ニ制定セラ

ル、ヤj)をめぐる各県委員の議論を中心に，第二

地方部の地域性に視点をおいて考察することにす
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る。

1. 

1. 

「小学校令Iの実施(付帯諸規制の発布)を

めぐる開館

「小学校令j付帯諸規員IJ発布の大娼避廷と響

景事構

先述したように，今回の北海道・東北。

学事会議における「議案Iのほとんrは師範学校
制度に関するものであったが，そのなかに福島県

提出の γ第三議案J は「小学校令ニ議ケル省令ヲ

ラレン J7'建議スノレ J1であった。間
ょうι「小学校令j はすでに1890

年10月に公布おれていたのであるが，そ

実施を意味する付帯「諸規期 lの制定は大幅に遅

延し，この会識が開催された時点、で発布されてい

た規則はγ私立小学校代用規則IjJ (文部省令第一号

3月10H)，小学校設備準則パ文部省令第ふ:号

4月8日入 γ正教員准教員ノ

5月別1)，¥学校祝日大祭

令第四号 6月17日)， 

名称及待遇J (勅令第七十三号

か51守であった。(1)
6月30日)のわず

そもそも今回の北海道・東北6県連合学事会議

の主将は，川、学校令 lの実施にかかわる規則に関

する諒議心あったことは，I石井礎認の次のあいさ

つにも示されていた。

昨廿三年ノ学事会ハ北海道庁ノ当番ナリシカ

ゅ/~^=ハ都合アリテ開会成リ難キ旨通牒

同年九月当県ユ胎テ開会ノ儀連合各

シニ山形県ヨリ諸学校令改正モ遠

カラ

度目出答ニヨ

テ延会スノレ]トナリ

テ廷会致

ヲ

月定期ノ処当時小学校令ニ関スル諸規員Ij未タ

ヨリ発布セサルヅ以テ延期ノ儀各県へ

然ルニ其後文部省令ノ発布セラレタ

ルモノ数件アリテ実施上協議ヲ要スルモノア

ルニ依リ本月初旬開会ノ

意ヲ得此度開会ス/レ-]t、ナレ 11(2) 

者)

すなわち学事会議の開催が I小学校令jおよび

付帯諸規則の公1fjとの関係でこの時期になった経

緯が述べられている。したがって今回の学卓会議

は「小学校令J の実施，すなわち諸規則をめぐる

る課題であった。そのこと

にも

合にして硬に行政に度る

なる影響を及ほすもの少なかるへきも政正学令の

実施につき大に協議する所ありしと云へは東北各

県の教育普及を謀るにその並大なるハ予輩之を疑

はざるなりと報道されていた。

ところで、第2

こなわれて

いる。問書ιは「小学校令j の実施にかかわる諸
規則の制定が大幅に遅延した理由，事情について

も記述がなされている。それを要約すると，第 l

には「小学校令J が極めて同期的抜本的な制度改

り，初等教育制度の細部に至るまで具体的

に多くの時Ilを嬰せgるをえなか

っ丈ごこと， 2 

という次元にとどまら

確立，立議政体の成立，さらに教育勅認の発:ffj等

に代表される国家統治の機構と瑚念の改編確定と

いう政治変革の一環としての国民教育制度の改革

であったこと，さらに，すでに成立した「小学校

をめぐって，人事の抗争も

したことが指擁されてい

る

は，資料的寄せ約はあるとしながら，

省内の人事異動についても述べられているが，そ

の状況については地方新聞にも報じられている O

えば1891(明治24)年5丹2日刊『東奥日

之に

ら

じられている。

昨年十一月を以て発表となりたる小学校令ノ¥

去四月より実施すべき都合にて予て文部大臣

にハその準備子腕等奇も発布されしが何様此

令則を遵奉せしめんととは随分困難にしてか

疑義に渉る件もあるより各地方!Tより
あり或ハ伺び出づる持にで

一樹…



第2次「小学校令」の実施と「小学校設備準則」をめぐる動向

迄服部江木の両氏が重に担任し来りたりしも

服部氏は地方官に転任したるに付今後ハ江木

氏独にて担当せらる〉もの〉如くなれば余程

困難なるべく…当局者は那辺に最も注意すべ

き事共なりといふ (5)

続いて同年8月19日刊の同紙には，江木千之の

辞職により文部省令発布のための調査等の仕事が

滞っている状況が詳報されている O

2. 

大木文部大臣は小学令実施に関する諸規則子

続等の内担当者江木千之氏の辞職せし為め調

査の非常に遅延せしもの〉此程に至って漸ゃ

く結了せしを以って当局者より実施前充分研

究の余日を与へん為め今回各府県庁へ其の草

案を分配せる由二三の新聞紙上に散見せしが

今ま聞く処に拠れば右は大いなる誤説なり元

来小学令全部実施の期Hハ来る二十五年四月

と予定しあるが故に右に要する細則にして省

令として発布す可きものハ遅くも来年三月初

旬を期し中にも少しく研究を要す可きものハ

是非本年中に発布する筈にて既にこれが調査

に従事し居りしもその方針の変転し加ふるに

担当者の辞職するあり彼此の不都合より葱に

一大困難を生じ爾来殆んと全体の再調査とも

言ふ可き結果と為りて混雑言はん方も無し然

るに同令実施の為め公布を要する省令は殆ん

ど十五六種の多きあり今より如何に取急ぎ調

査に従事するも到底二三ヶ月間の短時日に診

て完結を告ぐるの見込無きを憂ひ居る有様

「小学校令」付帯諸規則制定への強い要望

一一福島県提出「第三議案」をめぐって一一

上述したような「小学校令」付帯諸規則発布の

大幅な遅延という状況のもとでの福島県の「第三

議案」の提案であった。その提案について秋田県

属の佐藤委員は「小学校令ニ基ケル省令ノ発布セ

ラレザルハ文部省ニ珍テ未タ発布ノ準備整ノ¥ザ、ル

故ナラント臆測ス故ニ其準備整頓セル上ハ直ニ発

布セラル、ヤ言フヲ侯タズ然レパ該件ヲ建議スル

ハ当局者ノ注意ヲ惹キ起スニ止マルノミナレハ建

議スルニ及ノ¥ズト信ズJ(7)と発言，それに賛成す

89 

る者多数で原案は消滅する結果となった。

「建議書」の提出は見送る結果にはなったが，

規則の早急な制定公布への要望は絶大なものであ

った。 8月7日，学事会終了後に青森小学校にお

いて， 学事会議参加者の招待会が開催されたが，

その時の模様が『東奥日報』に次のように詳報さ

れている O

兼ねて記載の如く一昨七日午后二時より尋常

師範学校青森小学校職員等の発起に依り青森

小学校内に診て東北各県学事会出席委員及ひ

各郡傍聴員及ひその他の人々を招待し茶菓談

話会を聞きたるか今まその模様をきくに午后

二時九十名余の来会者着席するや東津軽郡長

立岩一郎氏開会の主旨を述べ夫れより招待員

中川文部視学官には先年仏国に来遊したるの

当時実地視察せし学事の景況ならびに本邦学

事の比較を陳じ佐藤嫌之助氏は小学校教員と

当局者との聞は一片の隔離なく親密ならさる

べからさること及ひ教員待遇法に就き切論し

終って小島音之進氏も一場の演説を為したり

続ひて茶菓の饗応あり該話題に移りたるに談

話題は兼ねて記載の如く小学令実施期限に就

てO珠算筆算専用及併用に関する各県の情況

其他に関する成績に就てO勅語奉読式の回数

及式の順序その他御真影併ひ御真影の保存方

に就てO村落学校にu日歌体操を加へたる成績

に就ての四題なるか何つれも思いの侭に意見

を述べ快談時を移して散会したるは午后五時

ころなるか当日は佐和知事松沢書記官石井参

事官及ひ県属も臨席し頗ふる盛会なりしとい

ふ (8)

同紙には続いて談話会の模様について次のよう

に詳報されている O

別項記載の青森小学校内開会の茶菓招待会に

珍ける談話景況を聞くに先つ小学校令実施の

件に際しては山口善吉氏より一日も早く一部

分実施するの急務なるを説きたるに中津軽郡

出張員成田健夫氏も同しく十月一日より実施

すへきの必要を述へたるにこれに対して石井

参事官は学事会に診て談話せる各県委員の意
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は県下一毅一日

らんこと

之を望むや拾かも大阜の雲霞に診けるが如し

と陳述せり是より村落~~rと校に体様唱歌を加へ

たる成績に付掠方虎雄氏和洋算専用及併用に

の件に関して

各県の学事会出席員も交互各問題に就き

学校長ハ高等小学校卒業生の方向に付き

産的の事業に身を投するもの多き'関況を説き

拐嶋氏佐藤氏等より青森弘前各高等小学校卒

業生の情況を関取し吏ι其恒正策に関する思

オLたる

も有益の談話なちしと

に付て各員の問ι答へら
もありて終局各校

の都合と手続に任かせその威競合調せす最も

大切に保碍すへしとの説多数なりしといふ夫

れより種主

おける

りて無事散会を告けた

i用者)

みならず，殆と

も，共に将に為す為らんとし

も為さんずる

する二遣の書翰にでも

し。

ふベし。(10)

も

の記事である。

現在の小学校令は，

る」と

りと云

る同誌

り

れて改正せられたるものなるは世人の夙に知

る所なり。然Mま市町村市1]の実施と共に施行

られて，二十二年の四月より実施せられたれ

ば，小学校令改正の急要は四年に宣りたるに

も拘はらず，今に実際の施行を為す能はざる

は，如何;こも其緩慢に驚かざる

;こま，5") 

高等小学校 更に必要なる

学校現場にお

していた ったが，なかでもり卜

について， らでも

すべきとの意見が圧倒したことが報じら批ている

のである。

ふり返れば， 18ヲo(明治年10月に
が公布されて口、後 l年近くも時日が経過して

おり，文部省に対して，

ぶりを非難する声は中央ジャーナリズムにおいて

もみられた教育時論1は， 1891 

頭に「愈2以て緩慢なり Jとの見出しで次の記事を

掲載している

吾等が本誌第二百四号の社説に論じたる，文

りと題せる一揺は， cに

を規定せざるの不都合を鳴らした

るtこで，其主意は決し

関して，之か標準たるべきもの告示さゾるべから

ず。如何程完美の条令にでも，苦情は既に三疫以

上も見たれば，仏の頗と同じく既に見飽きたり。

…y2) (傍点7--(') と I小学校令j の実施tこかか
わる規則の半話、な発和を促している O

90 -

は地方教育雑誌にもみら

f準備知何」と

ず岩手学事葉報』

‘年を

経過せり，此二;分の一年7涯と云へは員IJち短な

り，然れとも之を以て準備ユι余地となさハ亦
あまり短にも非さるべし，即ち着々準詰，孜々

したらんには，充分の穿撃を遂

を為して実施の運ひに至るを得らるべ

きなり，然るに準備の果して整ひたるやti未



2次 r11、学校令j の実籍と

た其音沙汰なし，遂に余輩をして文部大臣か

小学校令に対する滑備如何，教育家か小学校

令に対する準備如何の二疑問を発せしむるに

至れり(13)

おしγぐも，

ものの，その要望は強いものであっ

た。そのような状況に誼面してか，こ

席していた中Jlf視学官ふ文部省令の早急な公布

を要望する t:巾書を文部大臣に提出することにな

) る。すなわち 8月5日の会議の冒頭，議長を務め

た石井副会長より「会議ニ先立チ申述ブヘキ事ア

1ft見学官沼リ小学校令二付帯セル省令ノ

ヲ

大臣ニーL巾シタルモノヲ朗読センj(l4)と述べたう

えで， 以下の文が朗読される。

きそめぐる動向

候時ハ地方ニ於テ便宜ア

儀御発令相成11桑様放庶此段i井市Lr.申仕

膏森拠出張先ニ於テ

中川元

西日(14)

すなわち諸規則中， -'，1.急にその公布が求められ

るものとしてカリキュラムに関する

大綱j，学級編制や教授時間等ι関する
小学校教育の中身にかかわる規則の早急な制定を

:要盟しているのである。

にも，

ことは 8月6f=1

を報じた

よれは|寸梶学官

を琵し市したりといふj (15)と

報じられている。地方の要望号E受けとめて，

大!日あてに k申7舟を提出するというけJJlfの行為

は，政策遂行にかかわる視学官の巣たした役割の

東北各県聯合学事会ニ寵席被命11美ニ付昨三日 一端を具体的に示すものとして性日されよう。
山側和品市神一市告白』歩ア進メ

スノレ件

小学校令第十三条小学校ノ単級多級ノ

制及男女教校区別ニ関スル件

一小学校令第十五条毎週教限時間ノ制限

ニ関ス

小学校令第五ト六条小学校長及教員ノ

ノ

ルニ是等省令御発布詮議ノ儀ノ、既ニ御着手相

成候事トハ推察候得共亦地方ニ於テ省令発布

切望ノ窓上聞ニ達シ置キ度且メ明治廿年勅令

第王十号師範学校令第四条{昭子号制|徐ノ件右ハ

ク

91 

つ

いう

ることにする O

3. r小学校令」の興施奇めぐる方針

一一一部実施か全部実施トー

(1)秋田県提出 r第一談話題J をめぐる各県勢

ラ/レ、

ノ準儲整ブヅ待テ実施セラノレ、ヤJ と

いう問題であった。

地委員は次のように説明している。

本年五月本県知事上京シ帰県ノ際各部長ヲ徴

集シ一部沼 1)施行ノ議案ヲ提出諮問セシ処多
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6 Y尽における

ナリ J(18) 述のごとくであるが，

ノ事柄整理ノ上之ブ実施スルモ 況はどうであったであろうか。

ラサル故全部施行ノコトニ決定セ

リ尤モ学区変更ノコトハ本年三月ヨリ

数ハ全部緬行ノ意見ナリシカ小学校令ニ付帯

セルモノ尽ク発布ナラネハ相成ラサル故本県

参事官上京ノ時文部省ノ準錆等ヲ承知センカ

ノ語ニハ大

ヨハ一品

選挙スル積リナリ (1母)

ところですでに1891(明治24)年l丹24日に

治二十三年勅令第二百十五号小学校令ノ¥其全部施

行シ難キ事状アル地方ニ限リ府県知事ノ具状ニ依

リ文部大臣ノ指樺ア以テ其一部ヨリ漸次施行スル

コトア得J(17)と小学校令Jを一部より実施を認

める趣旨の「勅令第五号J

なわち文部省の

であるが，

る運びであると述べている

と時期はまちまちで

の実施に関する各県香員の発

を抜記すると，それぞれ以ドのごとくで

あった。

福島県「本県ハ一部ヨリ実施ノ見込ナリ其期

青森県「コノ事ニ付

実施スル]ノ

)
 

Q
O
 
l
 
{
 
1
」
けソ

岩手県「本県ノ見込ハ山形県ト

テ学区区域ハ町村民域ト

別段変更スノレノ

宮城県「本県ノ

注)

ナリ

リ両シ

リふん一

犬々変更シタリシヲ以テ別段変更ノ必

用ナシ}18)

ることが各委員より

しては市町村制を施行した療に

学区改正も実施した保が多かった。(山形県，岩手

県，宮城県)なお岩.f.y県の方針については，次の

服部県知事の巡視中損説にも表明されていた。

…次ι小学校令実施に関して日く，本県にて
く考は之れなし，但至急を要す

三当

と思ヘハ間違なかるへし，曽

て文部省の趣皆は是迄実施後に訟で，佐々

都合なる関係を発見し彼此衝突することのミ

ありて，後悔する屡々なるに凝りしものなれ

は，此度ハ金蹴無欠の調査を得て，着々実行

ずる精神なれはなり，尤も他府県に診て…部

品:くは織部骨実施するものといふものは，

られ，1<得己場合

るもの;こして，決して嘉ミす可きものに

あらず云々

(2) r一部実施Jと「全部実施」をめぐる全国的
状況

r教育報知1に「小学校令に関し，地方教育家中

なすも一一

く
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いて， をできるところか

も実施すべきという「一部実施」論と，

部出揃ってから一挙に実施すべきという「全部実

施」論とに二分していた。各府県の実施状況につ

いて， 1891 (明治24)年7月刊の『岩手学事裁報J

に「新小学校令の一部分より実施すること

いふ}Zl) じまた同年8月14

には， 東京府，広島，群馬，佐賀，奈良，香JlI，

高知，埼玉，神奈川，栃木の 1府9!Mと報じてい

る。(22)なお前掲の岡史教育研究所編『日本近代教

育百年史」には，明治24年中における一部実施の

府県は東京府，広島県，奈良県，

みたようである

租度であった。

県，

ところで臼1実施の場合の，その実施部分であ

るが，東京府の場合は以下のとおりであり，他の

~~もそれとほぼ同様であったという

第一章…第 l長，第2条，

第二章一・第17条，第18条，第19条，

まで，

ちなみに「小学校令」の第一帯は r小学校/本

日及種類J~こ関する条文であり，その第 l 条は「小

学校ハ児議身体ノ発達ニ留意シテ道徳、教育放同民

教宵ノ揺礎蛇其生活ニ必須ナ/レ普通ノ知識技能ヲ

グノレヅ以テ目的トス九 第2条は「小学絞ハ

之ア分テ尋堂小学校及高等小学校トス

クハ器工村学校組会又ハ其民ノ負担ヲ

ク

スルモノヲ私立小学校トス

及実業補習学校モ亦小学校ノ種類トス}防)と小学

校の種類をあげている。

第ニ軍は「小学校ノ編市IjJ に関する京で，その

なかの第17，18， 19条は次のように施設設硝に関

する袋文である O
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ヲ錆へ又農科ア設ク

業練習場ア備ブヘキモノトス

特別ノ事情アルトキハ体操場農業練習場

ヲ備ーヘサルコトヅ得此場合ニ紗テハ市町

村立小学校ニ就キテハ其市町村ニ於テ監

督官庁ノ許可ア受クヘク車内ニ在ル私立

ギ干

関セサル事件ノ為使用スルコトヲ得ス私:

シ特別ノ事情アリテ之ヲ使用セントスル

トキハ市町村立小学校二就キテハ其市町

ア

受クヘシ

第四条校舎校地校具体操場農業練習場ノ

備ニ関スル規則ハ文部大臣定ムル'所ノ準

則ニ基キ府県知事ニ妙テ土地ノ情況ナ量

1) I之ヅ定ムヘシ(附

「管理及監督J に関する内容である。すなわち今

回の「小学校令J の腫旨は，市制町村制という地

方制度の実施に伴う小学校制度の改革であったか

ら，その一部実施も，主として市町村制などの行

政との関連における小学校の設置およ

も

ま

「批等は文部省令

の発布次第実施を見るに至るべしということ

であった。実施部分は他の9県も東京府とほぼ12iJ
様であるが，群馬県のみは実施の簡条はなはだ少

なく，わずかに第四車の第三十六条，第三十七粂，

は去
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る れている。そして，

業が迅速におこなわれたo 18ラ1(明治24)11月l施し，京良，香JlI，

h 高知県は る予定であっ 日刊の同紙に吋¥学校令に付帯する法令の制定法

(3)文部省の方針変更一一一部部実箆から企

部実施へ一一

このように1891(明治

を部分的実施を方針としている

あり，文部省も

ら全部実施の方針へと転換し

くつかは

ていたが，

1891 (明

日新聞~ ~こ

ような記事がある。

小学校令は昨年1・月七日 を以て発布せ

られしが之に槌砕すべき種々の法令来だ完備

せざるを以て全然之を施行する能ハず、就ては

られたるよし是れは今後小学校令ー

に及ばんとするま寵万は暫く

へて諸法令の完備を侠たしめ其上全然施行せ

しめんとの趣旨;こして即ち

はイヤでもヲウでも諸法令を怒

よりは是非とも本令を施行せしむ

にて目下久保田普通学務局長吏員を督促して

りと関く (28)

ところで1892(明治25) 1月実施の予定が， d 

らに 4丹実施に延期されたようであるo 10月23日

刊の|噴出と¥学令実施期眠に就てJ と題し，

る十二月までに全国一般

きし処今確かなる処より聞くに文

にわて|司令の実施ハ既に施行しつ〉ある二府

-ーを除くの外一殻に来年四月 A司(年度

し之に要する

までに悉皆結ア

と報じら

は慌に本紙に記せし弗!く文部省にても非常に取急

き

て

に略々結了せし

に説査済の法令案中一三勅令として発

布すべきも 省令の中にても既に内閣へ

したるものもあるよしと

そして1891(明治年の11月17F-Iに多くの

『什本近代教青百年

1 ，省令17，

訓令3の合計21件が表に整理されている。(31)

1891 (明治24)年12月に地方長官を招集し

において大木文部大白は， 1892 (明治年4月

して一斉実施そ要望している。すなわち

小学校令発布以来各府黒

依り其一部骨施行せるも

之を施行するもの等ありて区々 さること

なからす…本大告に訟でハ小学校令全部をして全

国一様に施行せしめんことを望む依てハ各府県に

も宜く是窓を体し成るべくうfE年度郎ち

と報じられている O

そのことは1892(明治年1月10日刊の

と しで「同

学務局長は小学校令の実施は各府県民々に之を実

施するとき

に報告

「小学校令j を実施する旨

よ

るべ

同紙によると東京，京都，山

徳島，宮城，愛知，熊本，

広島，三重の 2陪14県

であったという

また 5教育時論JI は r~T/J\学校令施行に関する

との見出しで， 1892 (明治25)

4月1F-I して I新小学校令j を全問的に施行

91… 
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せんとする文部省の意図は「各府県に於て，之を

施行すること，区々なるときは，之を就学者の為

めよりするも，又教員の為めよりするも，不都合

少なからざるのみならず，之を年度の半よりする

を得さるの事情多き}臼)ことなどの不都合をあげ

ている。また実施に関しては，一挙に完全実施と

いう考えと，できる部分から漸次に実施を進めて

いくという二様の考えがあるが I文部省か，希望

する所は，其ーに偏するものにあらされは，決し

て期日までに，各府県か定むへき諸規則等を，悉

皆完全ならしめて，之を行はしめんとするにあら

す。新小学令発布後，既に相応なる取調等を成し，

此際，諸規則等の脱稿すへき見込みある府県に於

ては，右甲の解釈の如くに，之を実施するを可な

りとするとも，未た斯かる運ひに至らさる府県に

於ては，乙の解釈の如くするも，亦止むを得さる

ことなるへきのみ。之を要するに，文部省は，各

府県か，諸規則等を定むるには，十分鄭重に審按

調査して善く実地の情況に適して，遺憾なからん

ことを望むなり。…目前の施行に汲々として，調

査の精密を欠き終に其地方をして避くへからさる

弊害を受けしめさらんことを期すへきなり。}問

と，決して一律を強制するものではなく府県の状

況によること，また実施のために周到に調査する

ことが大切で，拙速にならないよう注意している。

1891 (明治25)年 1月に全国一斉に視学官の巡

視がおこなわれる。そのことについて，同年 1月

25日刊の『教育時論』に「時事寓感」欄に「五人

の文部省視学官が，一時に打揃ふて，其部内の巡

視を命せられたるは，何か事ありげに見ゆるなり，

小学校令実施の準備，己に整ひたるや如何を見ん

が為めか。}36)とあるように，その巡視は「小学校

令」の実施に向けての準備状況の視察を目的とし

たものであった。「文部省視学官の出張」との見出

しによる 1月22日付『東奥日報』の記事は，その

5人の視学官の出発を報じている。

文部省視学官は来る四月一日より小学校令を

実施するに付きては各府県当局者に対し訓諭

すへき事もあり且つ実施の準備視察の為め一西

村貞氏は去る十七日第一区地方桧垣直合氏ハ

第第三区京坂地方へ出発し小杉常太郎氏は去

る十八日第四区山陰山陽四国地方へ渡辺薫
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氏助氏は第五区九州地方へ何つれも出発し椿

葉一郎氏は去る十七日第二医奥羽地方へ出発

する筈なりと知らす選挙運動の意味なきゃ否

や (37)

かくして「小学校令」は， 1892 (明治25)年4

月より実施に移されることとなる。次にその諸規

則のひとつである「小学校設備準則」の実施をめ

ぐる動向について考察することにする。

11. I小学校設備準貝IJJ をめぐる動向

1. I小学校設備準貝IJJ とその改正

(1)秋田県提出「第二談話題」をめぐる各県委

員の状況報告

前節で考察したように， 1891 (明治24)年中の

「小学校令」の一部実施の部分は第二章の第17，

18， 19条，すなわち校地，校舎，校具等，施設・

設備に関する事柄であった。 8月7日，秋田県提

出の第二談話題は「設備規則ハ如何ニ制定セラ

ル、ヤ」であったが，その提案理由について秋田

県の庵地委員は「設備規則ハ小学校令第十九条(校

舎，校地，校具，体操場，農業練習場ノ設備二関

スル規則ハ文部大臣定ムル所ノ準則ニ基キ府県知

事ニ於テ土地ノ情況ヲ量リ之ヲ定ムべシ)ニヨリ

各県ノ状況ヲ異ニスルハ勢ノ免レサル所ナレトモ

東北地方ハ情況大概差異ナキヲ以テ略同一ノ準則

ヲ規定セントスレハ此会ニ珍テ予メ大体ノ方針ヲ

一定セント思ブナリ J(38)(傍点引用者)と述べてい

る。すなわち「小学校令」第19条に基づき，すで

に1891(明治24)年4月8日に「小学校設備準則」

(文部省令第二号)が制定されており，その「準

則」に基づきつつ各府県では地方の状況に応じて

制定すべきものであった。そして秋田県ではすで

に1月から「小学校令」の一部実施を遂行しつつあ

り I設備規則」についてもすでに庁議でも議論が

一定していること，文部省の設備準則は書き下し

文であるが， 秋田県では，規則は「項」を設ける

など文部省のものより精密に規定するつもりであ

るなど，県の状況と方針を述べ，東北各県とも状

況は大同小異であろうが，なお各県の状況を聞い

たうえで出来れば大体の方針を決定したいと提案

理由を述べる。



弘前学院大学・短期大学紀要第:34~チ(1 99R)

ところでその「小学校設備準則」は全部で16条

からなるが， その骨子を紹介しておく O

第一条 校地の条件について「日当リ好ク且開

諮乾爽}39)な場所で，教授上，道徳上，衛

生上問題なく，危険でない場所を選ぶこ

と。

第二条 校舎に天皇陛下，皇后陛下の御真影な

らびに勅語謄本を奉置する場所を一定す

べきこと O

第三条 校舎の条件について，なるべく平屋造

とし，二階造の場合は幼年生を階下とす

ること O また将来の生徒増員を見越して

なるべく予備の教室も設けること。

第四条 教室の大きさは「生徒四人ニ付凡一坪

ヨリ小ナルへカラス }39)

第五条校舎に生徒の帽，傘，雨衣，足駄を置

く場所を設け，またなるべく講堂，物置，

裁縫教室，手工教室，図画標本等を置く

場所を設けるべきこと。

第六条 体操場をなるべく校舎の傍に設けるこ

と。

第七条 農業練習場をなるべく校舎に近いとこ

ろに設けること。

第八条 掘井戸，水道など飲料水の供給設備を

備えること O

第九条便所を校舎外に男女を区別して設ける

こと。

第十条 校舎の傍らになるべく学校長もしくは

首席教員の住居，菜園を設けること O

第十一条校具の種類について甲乙の二種あ

り I甲種」とは掛図，教員用教科書，学

校所在府県地図，日本地図，地球儀，定

木，両脚規，度量衡，黒板，黒板拭，白

墨，水入，庶物指教用具など教授用器具

であり I乙種」とは国旗，門札，生徒用・

教員用の机・腰掛，時計，諸帳簿，硯箱

および付属品，紙，書籍棚，戸棚，日用

品，その他学校の必要な物件としている O

第十二条 生徒用机，腰掛の構造について，生

徒の衛生上害なく，また生徒の監視上便

利であること。

第十三条校舎の内部外部の壁，床，階梯，出

入口，廊下，屋根，教室の天井，戸，梁，
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窓，便所，体操場，農業練習場，教員住

居，井戸等の構造，天井の高さ，教室の

幅および長さ，暖室，通風，採光の方法

等，必要な事項について地方の状況を割

酌して規定すること。

第十四条校具の構造配置等に関しJ必要な事項

は地方の状況を劃酌して規定すること。

第十五条校舎，校地，校具等の掃除，保存に

関する必要な事項は，地方の状況を劃酌

して規定すること。

第十六条設備準則中の条規にして校舎の新

築，校具の新調等の機会でないと適用し

難いものは，特別の事情がない限りはそ

の時を待って適用すること。(問

すなわち校地の選定から，学校に設けるべき施

設や設備の種類，およびそれらの条件等について

おおまかに規定されているが，この「設備準則」

の趣旨に関する某文部参事官の談話が『教育時論』

掲載されている。その要旨を紹介すると I準則」

は，今後各府県で管下の小学校の「設備規則」を

設けるさいの「綱領」ともいうべきもので，今後，

小学校を造営する場合，第一に「決して外面の華

美を競ふが如き弊なく，常に堅牢耐久なるを

旨}40)とすべきと述べる O 実際の不都合な建築例

として，広い敷地や相応の資金を有しながら二階

ないし三階造り，なかには五階造りもあり，幼年

生の昇校に不便を来している例や，学校を芝居小

屋と兼ねて建築し，教場を「廻はり舞台」として

いる例，都会の裁判所などを擬して建築している

例などをあげている O 第二に各地の小学校で小教

室を多く設ける傾向があるが，民力薄小の土地で

は，単級教授法等をおこなうに適当な広さの教室

を備えること，第三に小学校に要する書籍，器具

類の設備は過不及なきょう留意し，教育上，衛生

上，経済じ不利にならないよう注意している。

上述したような状況から一定の建築基準が必要

であるが，しかしそれは「大綱」に留めざるを得

ないこと，その理由として，第 Iに，わが国は学

校建築の経験，歴史がまだ浅く，ひとつの考案を

もって一律全国に適用させるのは得策ではないこ

と，第2に，わが国のように南北1000里にわたり，

風土気候がかなり異なる地方から成り立つ固にお
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と

其構造を一様にすべからざるものあり O 又積さ雪深

き地方と，階当少なき地方との問にも，其学校の

構造に興なる所あるべしoJ(40)と気般風土の地域

に対応した構造上の記慮の必要性をあげてい

委員が，福島県ではまだ十分な課査には宝ってい

一 ないが r一日人ノ考テハ余程精細二セントスル見

込であること，高等小学校を設立する場合は

よほど校貝等な整頓しなければ許可しない方針で

あること，ただし「設舗準則」第十条の教員住宅

ど，実施が悶難な事

ぷ〉こ

と

るが，かなり精情な規定にするつもりであると述

べる。宮城県の浅井要員は，福島，山形，岩手照

と大同小異と述べる。

以上，東北6県おしなべて，まだ取り調べの段

階であるが r設備準日IJJに則り，かなり詳細

る

よう G

いないと

舎ノ建築法J につし

するD

を求める発言を

シ来/レモ米タ完

1)ト云ブヘカラス元来学校ハ神型ナリ卜

云ア敬期ノ念:ヲ起サシメサルヘカラス仙一

同ニテハ町村儀ヅ組シ之ヲ建築ス

セリ然ルニ我邦ニ胎テ漸次之ヲ

ノ

ントセハ其幾年ノ後二ア

ルヤヲ今日ヨリ量り知ルヘカラス学校ヲ新築

スル二資力足ラスシテ前村績ヲ起ス-Jハ胤
ヨリ指図スルコト出来得ザ/レガ行政上何カ便

法ニテモナキカ各員御意見如何 (41)(傍点号

者)

11のこの繋問に対して，

別段便法ナキカ如シ新二二之ヲ

リト云ブべ

の培地委員が，かつて

慢も不行届きのゆえに不完全の学校建築も少なく

なかったが，今後は大に監督するつもりであるこ

と，円下市債を起こして高等小学校を新築するつ

もりであると述べる。

地方村落蔀の校舎の実状と「設備準員IJJの

改正

さて上述したように中川は，

リト云ア敬棄ノ念ヲ結サシメサルヘカラスj と述

べており神聖Jなる観念を惹き組こすためにも

校地の選定や学校校舎のあり方は械めて重要な事

柄であった。

ところで中川は，今川の学事巡視において校舎

施設にも着目しており，例えば宮城県の佐沼，登

も

している

ること等を f巡視日記』にも記してい

特に地方村落部の校舎は，秘めて劣悪な状

況であった。次は1887(明治20)年明の，地方の

此際ーナ各員ニ対シ貴説ヲ棋ハリ度コトアリ 校舎施設，設備の実態を怯える f教育時論1の記
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事である。

…又校舎書籍器械ノ如キモ国県道筋又ハ県庁

郡役所ノアルトコロハ頗ル壮麗ニシテ完備セ

ルモノアレドモ少ク内部ノ村落ニ入レハ校内

ノ不整理ハ実ニ予想外ノモノアリ先ツ校舎及

ヒ敷地ノ状況ヨリ之レヲ陳へンニ校舎ハ多ク

寺院又ハ民屋ニシテ採光通風ノ如キハ殆ント

批評ノ外ニアリ偶々新築シタルモノアルモ畳

ヲ敷テ之ニ坐セシ折ノ慣習ニ染ミ窓ヲ設クル

]甚タ低シ故二光線ノ一半ハ床上ニ落チ去リ

机上ニ来ラス且ツ其ノ窓甚タ小ナルヲ以テ室

内幽暗ナルヲ常トス敷地ハ狭随ニシテ生徒ノ

運動二便ナラス教場二入レハ教師ノ机上ハ書

籍器具等散乱シ四壁二掛図等横ニ懸ルモノア

リ生徒ノ卓子椅子ハ整列セス年少ノ生徒ニシ

テ高キ卓子椅子ヲ用ヒ年長ノ生徒二シテ低キ

卓子椅子ヲ用ブルモノアリ卓子ノ蓋ヲ開ケパ

草紙， 石盤，本，筆等紛乱ス床上ニハ塵芥四

方ニ散シ昇降口ハ下駄紛乱シ便所ノ¥小使途中

ニ流レ大便便所ノ周囲ニ堆積ス是レ村落校過

半ノ状況ナリ(必)

そこには窓等が不備で採光が不十分なこと，運

動遊戯のための敷地が狭障なこと，生徒用の机・

椅子の大きさが適切でないこと，便所が不潔であ

ることなどが指摘されている。

また同誌別号には「小学校ノ校舎ヲ改築スルヲ

要ス」と題する「社説」が2回にわたって連載さ

れている。西村正三郎の演説によるものであるが，

地方の小学校に校舎の状況について「市街股富ノ

都会ニ至テハ。間間白亜相映シ。校舎ノ造営見ル

ベキ者ナキニアラズ。其村落ノ学校ト雄。時ニ或

ハ輪集ノ美アリテ。全村ノ粧飾ニ供スベキノ小学

ナキニシモアラズ。然レドモ是レ数ブベキノ数ニ

過ギズシテ。一県二多キモ二十ニ上ラズ。少キハ

二三校ニ止マルノミ。其大数ニ至テハ。或ノ¥廃寺

ヲ以テ之ニ充テ。或ハ農民ノ廃屋ヲ修覆シテ之ヲ

用ブ。其新築二係ル者モ。亦構造ノ完備ナラザル

ヲ以テ。未ダ三五年ノ歳月ヲ経ザノレニ。将ニ廃壊

シテ風雨ヲ庇ブ能ハザラントス。}44)と述べ，以下

I(ー)外観ノ醜阻J I(三)造構ノ薄弱J I(三)校舎狭随ナ

ルコト J 1(1四)通風ノ装置宜キヲ得ス」との見出しで
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詳述されている。そして校舎施設の如何は知育，

徳育，体育や学校管理等にかかわるのみならず，

特に美育の観点を強調する。すなわち「外観ノ醜

随」の項において「小学校ノ校舎ノ美悪ノ¥。其地

方人民ノ風俗ノ美悪ヲ代表スト。我国ノ人情風俗。

未ダ欧米文明国ノ如ク高キコトヲ得ズト雄。宣ニ

是等ノ校舎ガ代表スルガ如クニ。其レ卑カラン

ヤ。 J(44)との西洋の学者の説を紹介し 1然ルニ是

等ノ児童ガ。其生活ノ大半ヲ托スル所ノ小学ヲシ

テ。此ノ醜怪ノ状ニ在ラシムルトキハ。児童ガ性

情ノ優美ヲ害シテ。卑賎ノ習慣ヲ成サシムルコト。

挙ゲテ数ブべケンヤ。}州と難じている。また学校

の位置も「務メテ自然ノ風景ニ富ミタル所}必)を

選び，校舎の建築，器具等も「務メテ粛然トシテ

乱レザラシメ。生徒ヲシテ其美ノ愛スベキニ慣熟

セシメザルベカラズ。}45)と主張するが，地方村落

の学校の実状は，その理想からは程遠いと指摘し

ている。

「小学校設備準則」の制定意図は，施設設備等に

一定の基準を設けることにより，上述したような

実状を改善するところにあったといえようが 4

月制定の「設備準則」は同年11月17日に改正され，

全文16ケ条あったものが，わずか4ケ条という簡

略なものになる。その改正「準則」の骨子を紹介

すると，まず第一条は校地について「道徳上井衛

生上ニ害ナク且児童ノ通学ニ便利ナル場所J(46)と

「児童ノ通学二便利ナル場所」という字句が加わ

り，全体に簡潔な表現になる。第二条は校舎につ

いて「校舎ハ学校ノ種類学級ノ編制児童ノ数等ニ

応シ之ニ必須ナル教室教員室等ヲ備ブへシJ刊)
と，実に簡単な規定となり，また「土地ノ情況二

依リ便宜学校長若クハ教員ノ住宅ヲ設クへシ}州

と教員住宅の設置を奨励している。しかし続けて

「便宜ノ地二相当ノ建物アルトキハ之ヲ校舎ニ充

用スへシ}46)と述べており，理想追求の姿勢の後

退が明瞭である。次に第三条は校具について「校

具ハ学校ノ種類学級ノ編制児童ノ数等ニ応シ之二

必須ナルモノヲ備ブへシ}46)と，これまた実に簡

潔な規定となり，最後の第四条は「体操場ハ危険

ノ虞ナキ場所ヲ撰ブへシ}46)と体操場についての

規定である。 4月の「準則」においては，第二条

で御真影や勅語謄本の奉置場所の一定化を規定し

ていたが，そのような事柄は「設備準則」に規定



第2次「小学校令Jの実施と「小学較設構準禁11Jをめぐる動完

すべき性紫のものではないとの理由から別規定と

なるが，ぞれ以外の部分については，校舎，教室，

校具など施設・設備の条件や種頼等ιついて，か
なり詳しく規定していた第3条から第10条までの

部分が大幅に省略ないし簡略化された影である。

f設備準員IJJ改正の意図，背景としては，第二条

文中に「校舎ノ建築ノ¥主トシ子学校経済ニ注意シ

授業上管理上縄生上等ノ便ヲ盟り務メテ外観ノ

飾ヲ去り賀卒卜樫牢ニシテ土地ノ民度ニ漉合シタル

モノタノレヘシ}州とあるように，学校経済，

民度の強調であった。文部省内の人事異動ともか

かわる，質より量という国民普通教育観に基づく

政策(47)が基本的にあったといえようが，視学官等

の視察による地方の学校施設の実状についてのシ

ピアな認識が背紫製凶となっていたことも指構し

なければならないであろう。 4月の

について r小学校設髄準則は何人も其旨趣を称賛

する所なれど，之を実際ι施行する辻容易に盟み
難きことにして，当分の所は:先づ前町村の心得た

るに過ぎざるべし。}特)との教脊雑誌記事の指措

は 4月の「準:員IjJ の理想主義的性格の一壌を伝

えているとみられよう。

(3)各県における F設備規則IJJ等の制定

一一長野患と青森県の場合一一

北海道・東北詰県連合学事会議において，各県

とも「設構準;員IjJ に基づきつつ，各県の

しつつ，かなり糟鰻な規則を制定す

されたが，以後，各府県において「設備規

男IjJ等が制定されていくことιなる。 f近代日本の
学校文化誌Jには，京都府や五JlI県などは「準員IJJ

をもとに大幅ι拡強，整儲した「規契IjJ そっくっ
た府県であったが，多くは「準男UJをそのまま

附しており，新築・改築の基本原則と細目は，ど

も「大同小異j で，以後，学校の施設設備

れたこと されてい

る

ここでは長野県と青森県の規期について考察す

ることにする。長野県では1892(明治25)年2月

S日にりj¥学校設備規期J (持令第十号)， 2月10

日に「小学校設備心鐸J (言11令第ニ十号〉を公布し

と全く同文であるが，(問後者辻22ケ条に及ぶ
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もので，その規定内容は某本的tこ4丹の

』こ基づきつつ，校舎，教窓，その他施設・設備の

などについて突に

る。例えば教室の大きさ

数，大きさ，配置法に応じつつ，教師台及黒板等

ヲ据{すクヘキ余地ヲ徐キ生徒四人二付凡ソー坪ヨ

リ小ナラザルヲ可トスと

厳密に述べ，その形については

リチハ長方形単級ノ学校ニ荘リチハ正方形ナルヅ

可ナリトスさらζ「教護ノ

ニヨリ変一度ヅ要ス/レコトア/レヘキモノナレハ学校

一FIc-リテハ取外シ得ラ/レヘキ仕切ヲ設ケ醤クヲ可

トス }51)と，学級編制の規模や実態にじて規定

している。また「教護ノ天井ノ鵠若クハ天井ニ接

シタ/レ控ニ空気抽キヲ附シ任成語ニ接シタル壁ニ

シ日ヅ附スルヲ可トスとi磁気性や衛生醤

教室の壁色は「議色草色等反照ノ

を選び，教護，蝉下は林面よりおよそ 3尺

を{寸することとしている。ま

た昇降日について下校舎中生徒ノ出入口ハ成ルヘ

ク男女ヅ区別シ出入口ノ市一

児童ヲ雑費セスシテ速ニ出入シ易カラシメ

ノ為メ椙子床等ヅ備ブノレヲ可トスと述べ，そ

校舎の外型や盤根，床，さらに体嫌室，運

操業練習場，便所など，校内のそれぞれの

施設設備について，構造，形状，材料等にわたっ

て詳細に規定されている。

した「設構規男IjJ 棋と，実際の建築

な処方を規定した「心得j

2本史てで制定するケースが多かったものと思わ

れる。その詳密さの度合いも府県によって様々で

あろうが，長野県のものは最も詳しいケースとみ

てよいであろう O

青森県においても， 1892 (明治25)年2月26日

に「小学校設備ニ関スル規男IJJ(県令第九号〉を，

そして 3月8B ~こ f小学校舎校児表簿等設構標準J

〈説示第四号)を制定している。長野需の「設備

規則Jは11月改正の文部省の「設舘準員IJJと全く

同文であったが，青森県の子規則j は8筒条から

なれ文部省の11月の「準員むよりは詳しい。ま

ず第 1条は校地の選定ιついて「ー.
キ場所一.捜業上ニ妨ナ

一.生徒通学ニ寵ニシテ遊戯
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しているが，その要件は4丹の「準期」と11

月の r準員IjJ を総合したものになっており，さら

に「遊戯場等 w二飴地アル場所J という条件が加わ

っているが，それは「準員iんにはないもので注目

されよう。第2条は校舎について「学校ノ種類，

ノ嬬鋭、生集ノ数等ユジてJ必要な教室，

に準じているが，

商科等ヲ設クル小学校ニ貯テハ其科ヲ教授ス

ルニ適当ナル教室ヲ設クヘシ}山と特別教室につ

いての制定をつけ加えている。第 3条は校舎の構

ついて，なるべく平鹿沼とし， ---.~皆造とする

ザロシテ之レヲ

メ生徒四人ニ付大凡ソ一郎許と， ~まぽ

見IjJ の規定と河じであるが，その形について「長

方形ニシテ其横ト縦トノ割合ハ大約四卜五若クハ

iト四}日)とタテ・ヨコの長さの割合を定めてい

また天井の高さはおよそ 9尺とし，堅の色は

ら…と3fミないし
ζぎ

かかわる

酸ガス合有量の関係もあったようである。{制また

教室の摺租は，長野県と同様，だいたい(薄)鼠

色が主体となっており，これは「憤朴昭牢」とい

う控築方針とも柏{突って，学校の，地味で無味乾

とすること，校舎の建 煉というイメージを形成する なったといえ

ヲ去 1) ょう。

という らで三うろう，

総合した形になっている。第4条は校具，第5条 ある。例えば教室の光線は γナルヘク生徒ノ左方

は表簿類，第6条は飲料水の供給設備，第7条は 沼リ入ルヘキ様ニ窓ヲ設ケ光線激烈ナルトキハ窓

教員住宅の付設についての規定で，それぞれの内 掛ケヲ刑ブへシ}同とし，黒板を装置する方には

4月の「準見UJと11月の「準見UJの両方を総 窓を設けず，また黒板への日光の反射を防ぐ配患

いる。最後の第8

校で特別の事情で本期

庁に理由を具申し

学校で資力が乏しし

省時し得ること，ただし公立小学校に代用する私

立小学校はその限りではないことを規定してい

る。

している。(52)

以上 r規則」がやや詳しいのに対して

準」の方は全部でら箇条と比較的簡潔であるO ま

ず、第ーに校舎に設けるべき諸室として教室，教員

小便宜，物置，手洗場，湯呑所，

く

べきと記しているo

状についての規定で，これはかなり

まず教空の広さは「偉室一人ノ正教員ニテ教授ス

ノレヲ得ヘキ ヲ老子ル、広サ}53)で「其内二二容ル
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からであろう， ニ診ケル

ソ

/1/ 

キハ床板ヲ距/レ二三尺乃至三尺五 t.ヨリ

ソ間尺ノ通シ窓トナシ硝子戸又ハ紙張障子ヲfflヒ

凶洋風ノ建築ナノレトキハ床板ヲ距ル三尺土ヨリ内

法三尺ニ五尺以仁ノ窓ヅ投ケミミ問ノ間ニ二個ヲ附

スノレノ割合トシ天井ノ高低及光線ノ多寡等ニ依リ

滴宜出酌スヘシと.また体操場，生徒控所につ

いても，床板より c.4尺は板殺とし「窓ハナ/レヘ

ク多数ヲ設クルブ可トスと

ぎると保瀧効果を殺ぐという

あるが，それ以上に採光状熊が，教授上，および

生徒の視力保護という衛生上からも重要であった

と思われる。そこには特に冬季に日照の度合いが

低い北国の気候風土の反映がうかがえよう。雪国，

寒冷地という 「校舎ノ床板ハ床下

ヨリ極気寒風等/入うザノレ様過宣構造スへ

との規定にもうかがえる。

その他，各教室には長さ 1間，幅4尺，高d7

寸程の「教師槽J を置くこと。階梯の形状は組4

尺以上，踏板の幅は 8寸以 L 毎段の距離は?寸
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以下とし，手間りをつ

ゆるやかにすること，

その地盤はなるべく明石や砂利を敷き，

物の渉i震を防ぐに足るべき底付の構または陶器を

}討し 3ること，と詳細に規定している O

第三に各学校で備えるべき校呉相については，

ほほ i準則 11条のあげられた轍類の校呉類を列

している。第五に守t誌用藤掛，机について

生徒の体格に照正、して大きさと形状を規定，机面

は日ド由j又ハ適度ノ傾斜而トナシ窺，も筆，鉛筆

及習字!阪ヲ富クニ支障ナキア要スJ(町としてい

る。最後に学校に備えるべき娯簿類について，

では乙種の校具のなかに

されているのみであったが， f設

目録」

末及年末調布

では fバイネゆ協組 「

「部械器呉

表}教捜絹日等ノ諸表簿J試験ニ関スル諸表簿J，
ノ外必要ナル諸表簿j と，備えるべき

類、を呉体的に列記している。

以上，長野県と青森顎の場合についてみたが，

建築施工上の処万について規定した「設備心得」

の類いは，一穀にかなり詳繊なものであり，また

多分に地域の気候風土的条件を反映する要素めぎあ

ったと言えよう。そ

多くの府県の

るカヲ，

ついては，できるだけ

類を比較検討する必要

としTこい。

かかわる

ついて考察する。

2 .体操場(溜動場)をめぐる問題

小学校令J

校具体操場ヲ

「小学校ニ斡テハ校舎校地

に基づき， 1891 (明治24)

4月の rIJ¥学校設備準鵬J 第8条に「体撤場ハ

成lレヘク校舎ニ傍フテ備ブノレア要ス}57Jと規定さ

れていた。 11月の改正「準員IJJにおいては，第4

f体操場ハ危険ノ虞ナキ場所ヅ撰ブヘシ}叫

と条文が変更しているが，わずか4カ条に縮減さ

れたうちの lケ条が体操場に関する規定であるこ

とは， り草剤ざれていたことを示し

ているといえよう口ところで体操場については，

と地方村落とでそれぞれ異なる問題を抱え

ていた。まず人家が密集している

そもそも体操場の土地の確保が大きな間組で
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あった。

都余地における土地確保の問題

大阪の鉄斉居士は，川、学校設備準則

する所あり Jと題する論説において，

に教室は生徒四人に付，凡そ一坪より IJ¥なるべか

らずとの規定あるは，出より至当にして欠くべか

らずと難，之に次で必要なる運動場に関して

は，ーも之あるを見ず，と，運動場の毘積に

ついての規定の不需を指摘する O そして

も

く，而し

は二階造にあ

之を二三階造ぷ為し，一時姑息の法

ひて，無理欠鱈に生誌を押詰め，

甚だ狭障を極め，放課の襟.1:.徒各

なし，以て心意を恕め，精神を襲ふ杯は，思ひも

よらざることにして，鯉魚、の泥水を飲むが女[Jく，

中に呼吸して，互に買を摩り錨を履み，

き有様をさ三せり，

く校舎は階の増設などで対応しているが，運動場

は狭隆を栂め，管瑚上，衛生上問題が多いことを

指捕している。

「小学校設備規則規定の

も，特に東京にお

ように報じられている。

る準則に基き

て，小学校設備規出の取謂に着手せられたる

出なるが，東京市内は，他の地方と異りて人

家樹街の場所なれば，如何にも充分の土地を

得る能はざるより，第一に体操場の如きに，

i虫も準開通りに規定し難きは，殆ど一般の小

して明なることなれば，

して其土地を得べきか;ま，専ら

で，或は地下に之を設けんなと〉

ものもある

においては，土地の確保という

なかったと思われるが，

されているように，体操場を

る
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たようであるo

と

し る。

滑津の学校は，普明神様の所にありまして，

普通の家の様な建物でした。その明(明治三

十八年)は生徒もニ十人位で，机も椅子もな

ければ，黒板もなかったものです。生徒達は

文庫箱と言う木箱な前ι正臆して教えを受け
たものです。その明は小学校も四年生まて、で，

も修学旅

ない

した。そ

ばで

田も熔もあまりなく， るO

広々とした闘っばでしたので連動会の会場に

はもってこいの場所でした。今の遠足と運動

会を一絡にした見たいのものです。(明治二十

八年滑津小入学・津川広降)(61) 

における明治20年前後の，

について考類したことがある

ほとん

っばやL広場であったり

『千葉県教背百年史sによると，

野小学校では，運動場がなく

では1891(明治24)年7月18Hに千葉県教育会に

「小学校体操場滴度ノ坪数J を諮問，この県庁諮

トシ然ラサルトキハ一人一坪ノ

というもので，その案が同年8月の第

かけられ起立多数で可決されたが，

ものであったという

また次は青森県東津軽郡上磯地方

奥日報』の記事であるO

る『東

さf¥なきにあらさるをjえ

と難も

る

く校舎宏大又た付!語体操場の

設置せられて諸般機械の檎々
s
a
T
 Fo nノ

土地が広大な青森県でも，東津軽郡上磯地方は

民有地が少なく，村落が海浜に散在している地理

的状況で，体棟場もない学校が多いなかにあって，

けは例外で，体操場も完借していること

が報じられているのである。

また体操場が付設されている場合でも，運動実

る場合もあっ

に関する

元米西磐井高等小学校の運動場は，校舎の後

耐にありて…重の柴担を編て〉桑園に

り，此頃の事とか闘セ某氏学校に来りて，生

徒の運動時聞には廟芥飛んて桑葉を蓋ひ，為

めに少なからざる損害を受くるを以て，養蚕

¥何卒校舎の前面の運動場に訟でのミ

せらる〉事に願びたしとの趣意にて談せしと

か，然るぷ前面ハ門と

ま

都合在来す;こ奈るとて，

崩らる〉とか出きぬ(日)

このように，地方においても，適切な体棟場を

付殺している学校は必ずしも多くはなかったよう

る。それでも，比較的恵まれた自然環境を利

用しての r天然ノ体操法 j も奨励されるなど(側、

関しては問題は少なかったといえよ

うO しかし北円本の積雪地の場金，積雪期におけ

め，室内体操場への要望は切なる

ものがあった。

(2)積零埼における室内体掠場への喪盟

『北海道教育会雑誌.11 ~こ「室内体操場の必禦J と

は民有地甚た少なく従て村落 贈する論説がある。それによると，一般に児意を

るのみにして道路狭陥車馬住 収容し，等級別に授業をおこなうための校舎，教

102 
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窓の必要性についてはの認識は高いが，案内体操

場については，その必要性の認識が希薄であるこ

と

くべし

きるという O

講堂式場iこ代用することを鐸べき

十こ，なるべく講常を設ける

よう規定されているが，教室さえ不十分な状

況のもと講堂を設置する学校は稀であった。

したがって生徒全員を 1室に集めて教訓を施

-103 

したり，式場会場に使用しうる室が不備であ

るが，室内体操場は，体操はもちろ

もf吏用できるなど科用効果は大き

:本道小学校中雨中体操場のあるも

二校(引用者注…創成小学校，札幌女子小学

校)根壌の花咲校他十数校に下らす而して本

選は風寒雨雪の地にて室外運動場を使用し得

るの日は一年中の殆と三分ーに過きす今学校

にして雨中体操室なきは殆と雨雪の途に外套

を被らさると一般生徒休憩中の管理に左右其

困難を感し背に年中三分二の体操を廃するの

不都合に止らす実に学校設備上当暑の扇と一

般亦欠くへからさるものなりと聞く函館区会

にてはせ六年度経費凡一千円を以て宝弥生両

小学校の雨中体操窓…を建設することるを可

決せられたりと亦一英挙として記しぬ…(叫

マ)

γ) 

体操家の設備 黙れとも体擬室の設備なきは

教師の貰任にあらずして之を理事者に望むへ

し。体操容の利益新の如し。況んや之を式場
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るを得るι診ておや。
く高等科は勿論。田学年以上の尋常小学校に

訟ではc 高、す之を設置すること O 教!な教員室

けるか如くすへし。其広さ

就て凡三十坪とし。百人を増加する毎に十坪

を広ふすへし。之を樫所

ぬる体操室の規定なりとす。然らされは別に

廊酬ドの幅員を拡めて控所となし。以て之を体

し。(6日)

(3) r小学較設備準員IJJの改正(1899年・明治32

年)一ーイ本機場についての規定の斐場一一

1899 (明治年?丹10日，文部省令第37号に

より r小学校設備準買IJJが改正される。こ

は校地(第1条)，体操場(第2

料水供絵投錆〈第3条)，校舎

輩，教員窓，特別教窓その植の施設(第5

空の構造(第G条)，蹄ド，階段(第?

口(第8条)，鋭所(第9条)，鵠品(第10条)， 

(第11条入教員住宅(第12条〉など

ように，室内(雨中)体操場への要望は，

おいては切実なものであった

全国的なものではなかったと考えられよう。

ところで青森県においては，上記

じて， 1900 (明治33)年9月初日，

しも

をもって r小学校設備ニ関ス を公;告して

いる。全一六箇条にわたり詳細に規定されたなか

に，その第二条に f体撮場ハ分テ犀内体操場ト屋

外体操場トスと，屋内体操場について

ているところに，積宮地の地域性の反映を

みることができょう。まず屋外部操場の形状，

積については「準則」と全く同文である

ついて，形は「長方形若クハ之ニ類スル

形状とし，その構造について「一 成lレヘク

棟トナシ天井ヲ設クヘカラス ニ窓/

ノ面積ノ割合ハ教室エ準スヘシ 三皆、ノ下縁ノ

位置ハ床上九三尺ニ定メ又鉢面ニ接シ適宜空気抜

ヲ設グヘシ}川と規定している Oこのように，体操

に関する規定の整備状況に伴い，罷外および壁

内体諜場の施設も次第に完精していくことιな
全14条にわたって規定しているが，この「準到し る。

体操場の崩積基準告示したこ

と〈第2条).教宰の面穣基準告示し.天井高.床

を設け

6条)，廊下・~普段のす法を設けたこと

?条)，便所の数や構泊の規定を設けたこと

(第合条入生徒用机・腰掛の標準寸法楽を示した

こと(第11条別表)などである。{叫すなわち第2

条に，体去最場の形について「方形若クハ之ニ類ス

とし，また「尋常小学校ニ診テ

名未満ノ、百坪以上トシ生徒百名以上ハー名ニ付一

昨以上ムノ

…坪半以上ノ

テニ減スルコトヲ得}71)と

についての規定を登場させていることは，

「準隠しの不鵠そ改善したものと評語できょう O

ただしここに規定している体操場は，屋外体操場

(運動場)であり，庭内〈雨中)体撤場について

は，第5条に「必要アル場合ニ胎テハ講堂，生徒

雨中体操場，宿匝室，湯沸所，小(東京，

置等ア設クヘシ(鰐点引用者)とあり，必置の

施設と試みなされていなかった。前節で考察した

ると，青森県の地械性を反映した部分がみられる O

例えば教窓の構造に関して，文部省の

も詳しく規定するようになるが，

では「窓ハ特ニ完全ナノレ構造ア為シ得ノレ場合ニ限

リ上…ド窓ト

ト為トナス

トナストキハ二重張トスへ

して詳しく，

を指示しているところは寒

しているところといえようむ

その地 r校地ノ罵国ニハ成ルヘク樹木ヲ

旦踏柵等ア設クヘシJ (第三条)および、便所に

関する第九条にも「其間関ニハ塀締ヂ設ケ又ハ樹

ヲ植ヱ…}72)というように，馬出ι樹木や塀踏
等を設けるよう

えるべき

している

しているところ，および各学

にはない青

森県の f規則j の特色である O

104… 
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主Jすびと次稿の鵠鰭

2次 rIJ¥学校令」の実施と

学校設備準JiIjJ をめぐる動向について考察した。

そして，文部省の「設備準日IJ 1 に基づき，各府県

で制定公布した 1設備規則 r設備心得」等につい

ては，長野県と青森掠の事例について考察したが，

特に青森県のそれには嬢冷地への配慮、がみられる

など，そ

J王
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ノ意見 1，I可第6吟「尋常部範学校汝車寄村立小学校職
員待遇ニ関スル{牛j

!文部大臣の義者殺教脊報知I.J293号{明24・12・12)
16民
錨 「小学校令の実施東輿H報 841サ(明25・1・10)
1面

倒 「小学校令施行府県 I司上紙お51せ(呼j25・1・29)
1 [面

倒 「新小学校令施行に閉する文部省の意見JIf教育時論。1

245サ(明25・2・5)24珂。6) ，時事寓!日&J[i:u.Jニ誌 244吟(明25・い 25) 8頁0
(37) I文部省十見学官の出披J f東奥日報.U847号(明25・1・
22) 2面。なお|司紙には「大需のため説学n帰京す」
との見出しで第ニ地方部令訪れた格視学官が「大雪の



-線開紀季語 第34号 (]99H)

ため汽工事通せず人長の通行もま、総えさる程なるを以

てιを得ずト日(2月10B…'31用者柱)公務奇弁了せ
ずして婦京したりと云ふJ (859号明25・2・163甑)
と，雪のため巡視不可能となり十分任務が果たし得な

かったことが報じられている。

櫛投(2)掲出書 102頁
。時 f発達史第三巻JI 85~ 7 R 
側 「文部拳事官某氏談話の大意Ir教育|時論~ 216-サ(明
24・4・15)26~ 7頁
附注(2) 掲tB書 102~ 4頁
(42) 拙稿 q明治24年における中川視学官の第ニ地方官s学
事~視の研究 その 2・岩手県内の学校視察と演説

…一 J If'弘前学院大学・短期大学紀要第29号bU (l993{ド
3}j)。拙稿「明治24年における中川視学官の第二地方
部学事巡視・演説とその教育史的意義 一「小学校令J

付帯諸規則の制定・改正との関連に焦点ぜをおいて

F社本の教育史学第38集.JJ (1995年10丹〉
帥) ，地方教青ノ実況立.K. J IF教育持論 94号伊丹・

11・25)14頁
締 「社説小学校/校舎ヲ改築スルヲ要ス

三三郎J 向上誌、91号{明20・10・25) 3 ~ 4資
部)社説小学校ノi校舎ヲ改築スルヲ要ス(下)西村正

向上誌 92号(明20・11・5) 4 ~ 5威。地にも
問機の趣22の論説記事はある。「学校は先輩の諜牲をi偏
重委し鴻潔穣英の心志を養成するの場所なれは校舎は成

るへく溶潔と響額とを務め児童をして学校の家財与を見

るお尚之を景慕ーするの思念を起きしめざるへからず然

るそ之かft悪事詩整聞を怠り廃寺破屋と向ーの感閉そ胞か
しむるは教持上然るへからさる事とす将来…閥の注意

あらんことを希盟すJ(，教育施設上の憲見(7j支出j)J 教

背報知 76号明20・7・235頁)0'校舎ノ位間態シク
シテ山水ノ眺望モナク不潔ノ人家四面ニ擁シ妹二ソノ

構組不注鷺ニシテ採光通風共ニ不完全ニ目悶ツ掃除不行

同キ等ハ情人ヲシテ厭忌、ノ念ヲ生ジ再ピJltニ入ルコト

ヅ欲12:ザ/レニ卒グシムベシ是等ハ最モ注意セザノレiザラ

ズ(，蛸的脅際教育小麓 r教育持論.JJ60号明19・12・

15 6斑)
(46) r発連史第三巻 119真

削除(1)掲出書 68~73民

陥:)時事寓感教育持論 217号{号}j24・4・25) 8 
制1) 1i附実崩事者 f近代目;本の学校文化誌JJ J者~支 'n 捷

物としての学校(忠文酪出版 1992年) 59~62貰
{時 f長野課教腎史第十一巻史料編五JI (長野県教育史

刊行会 1971年)179京
i可持 195~7 

告書 「青森熱砧漆綴J 弘前市な泌書館所蔵

f青森諜教子守史第三宅!l.J1 (青森県教育史編集長員会

1970年) 598~ 9斑
(臼} γUヌドの学校雄第』菅野誠・佐野譲 文教ニュース社
198:1年 464珂
綿註(53)と同じ。
(出，) IF発達史第三三指 59JJi
(57) kiJj-警 86頁

106 

{誌i) 1司i二書 119頁
{時 11J、学校設儀準t!IJを読て希望する所あり大坂数斉:
居 h 教育時論目s221サ (HJJ24・6・5)34挺
繊 I/J、学校設備規則規定の問難J関上誌 223号(明24・
6・25)29頁
制 4宮城県教育百年史第一考委』宮城県教育婚員会編ぎ

ょうせい 814頁
脱) 拙稿!東北地方(特に宮城県)における体操と明歌

の導入と展開 一中川視学官のr巡視日記.JJIf'奥羽HII

新聞」を主資料として一 J If'弘前学院大学・知期大学

地域総合文化研究所紀要 第3与す.JJ1991年5月
(63) Ir千葉県教育百年史第一税通史編(明治)J1 (千葉県

教青百年史編さん委員会 197:)if. ) 686百
(64)東津軽郡 l二磯各地の近況J 東奥日報 1017号 (!lfl
25・9・18) 3面
(65) 西磐井事J Ir岩手学事禁報 226培〈明・ト 25)
29尚
{締 結穣「明治24年におけるttJl1摸学官の第ニ地プ予言1)学
~巡;視の研究 その4・青森摂津戦地方の学校説惑

と言葉説 j E弘前学疑大学'魁期大学紀要第30号J
1994~年 3 月

部7) 室内{本操場の必要会員岩谷英太郎J 北海道牧内

会雑誌 2号(明24・4・25)31~4珂
繊 「小学校の体操室J If'北海道教育雑誌s 4 ~予(明26 ・

1・30)34頁
側 「体操の無実J r体操室の設備J同上誌 15サ(明27・
1 • 18) 34臼』
(瑚住(54)掲出書 471頁
(71) 向上書 148頁
(72) r背掛県布達綴J(弘前市立図書館所職)。なお長野県

においては， 1約2(明治25)の「小学校設備心得j
おいて体操宝と運動場について次のように詳細に規定

していた。同課も甫北に広く寒冷積書唱でもあること

も，体機寧(屋内捧操場〉の規定伝平くから設けてい

た縄市とみることもできょう。

第十台条 体操室ハ校舎ニ祷ブテ之ヲ議ブルヅ可トス

レトニモ舘ムノ学科教捜ノ結ケトナラサノレ隷適!宗教窓ト

離隔スヘシ

体操さまノ構造ハ長方形ニシテ大サハ教鋪席ヅ除キ… 一

郎ニ付生徒三人以下ノ需i合トシ正1mニ方六尺ノ教師
ヅ設ケ鼎ハ叡控トシ林ハ板張トシ三んaノ板壁ノ中

央ニ無双;器ヲ付シ其上辺ニハ空気抽詔下辺ニハ掃出

シリグー間オキニ付シH体操器械ヲ列置スヘキ装蹴

ナスヘシ

運動場ハ生徒一人二付凡ニ坪ニシテ男女ノ区域ヅ別

ニシ砂利等ヲ敷キ平坦ニシテ且乾燥ナラシメ反日日

光ヅ濃(漉)ル為ニ落葉樹ヲ植へ場中或ハ其近傍ニ

危険ノ場所アレハ馬空間チル塘垣ヲ設クへシ

土地，ノ'1初日ニ依リテハ別ニ体操室ヲ建設セス運動場

ヅ以テ之ニ充ツノレモ亦可ナリトス(前掲『長野県♂教

背史措十一宅金史料編1i..J1197←頁)

(稿J 1997年11月20rJ)




